The Lepidopterological Society of Japan 


1960] TYO TO GA で 28 ) 





日 本 ・ 朝 鮮 及 び 台 湾 の 蝶 類 に 関す る 新知 見 
村 山 修 一 》 


Some new butterflies from Japan, Korea and Formosa. 


By Sru-rrr MURAYAMA 


私 は 以下 本 女 で 2 新 衝 。 1 新 下 価 。 1 新 季 人 弄 , 4 新 異常 型 を 記載 する . 





NYMPHALIDAE 
Nebptis rivularis peninsularum Rn. 83D0. フタ スジ チョ ツウ (て ( 新 亜 種 ) (fig. 2 & 11) 

朝鮮 の フタ スジ チョ ュ ウ は 白水 氏 (Sieboldia vol. 1, No. 1, 1952) に よっ て 中 種 mzgz2ta に 属 せ し め ら れ た 
が , 蒙古 か ら 記 載 さ れ た mzgnata HEvNg (RUHL, Pal. Gross-schmett. p.776) (Fig.1 & 10) と 章 鮮 産 の 
標本 に は 一 致し が た い 点 が 見 出さ れる の で 今回 朝 鮭 の ゃ の を 別 亜 種 と し て 新た に 記載 する こと と する . 

本 州 産 の も の に 上 比 し る と も 表面 の 白斑 は 総じて よく 発達 し , 前 次 中 室 の 白 条 は 判然 し , 第 1b 宏 , 第 2 室 の 
中 央 白 狂 は 大 形 , 後 炊 中 央 の 白 帯 も お お むね 出 が 広い . 裏面 地 色 は 褐色 味 強 く 表 面 同様 白斑 は すべ て 大 きく 。 白 
斑 の 周囲 は 黒色 で 縁取 られ る が 地 人 色 褐 色 味 が 強い た め 白 現 は 一 悦 鮮明 に みえ る . 前 次 長 は 大 体 本 州 の も の と 変り 
な く magnata の よう に 大 きく は な い . な お 手許 に は 北 満 方 面 の も の (Yablonya, 14. VII. 1929) で 親 翔 長 20 
mm 位 の 小形 で 面 も 白斑 は g220 の よう に 発達 し た 個体 が あり , これ ら は また 別 の 亜 種 と し て 取扱 わる べき か も 
し れ な い . また magnata は 大 形 で ある 割 に 白 現 の 発達 は よく な い ・ 満州 の 南部 が 本 亜 種 に , 西部 及び 北西 部 の 
も の が magnata に 入る の で は な か ろう か と 考え られ る . 

Holotype 1 8 (前 次 長 25mm), Allotype 1 @ (前 次 長 29mm), Paratypes 718 8 6 g 以上 10 一 22. V. 
1959 京 競 道 光 陵 : 1 8 29. VI.1940, 1 ぉ 16. VII. 1940, 1 8 26. VI.1940, 以上 白頭 山高 原 : 1 8 19.VII.1942 白 
茂 高 原 な お magnata の 原 記載 を みせ られ た W.FoRsrgR 博士 に お 礼 中 上 げ る . 

次 に 本 亜 種 の 異常 型 を 記載 する . 

N. rivularis peninsularum ab. seouli ab. nov. (fig. 3 & 12) 表面 航 契 中 室 の 細い 白 条 と 中 空 端 の 白斑 を 
除き 白斑 紋 は すべ て 消失 , 第 2・4・5 各 室外 縁 近く 淡色 の 斑 を 少し く あ ら わ す の み . 後 超 も 内 継 第 1 a 室 の 白 
斑 を 除き すべ て 消失 する . 裏面 前 次 第 2 ・ 3 各 室 の 大 形 白斑 , 第 4・5・6・7 各 室 の 白 欧 紋 消失 , 但し 外 継 に 
近い 白斑 は 消え な い . 後 麹 中 央 の 白 常 消失 し , あと は 小形 な 喧 色 斑 列 の 痕跡 を の と す ・ 

Type 1 38 14.V. 1959 京 談 道 光 陵 産 

いま 1 つの 個体 は 全体 に 表面 の 白斑 著しく 退化 し た 型 (fig. 4 & 13) で 面 も 後 凌 の 中 央 淀 が 左右 で 退化 の 仕 
方 を 異 に し て いる . 少し く 椅 型 的 で ある か ら 命名 し な い . 1 8 14. V.1959 交 陵 産 

以上 朝鮮 産 タ イプ は すべ て 村山 所 蔵 

次 に は 台湾 産 ezs の 軒 化 型 4 個体 を 記載 する が , 元 来 基本 型 に つい て の 分 類 が 確立 し て いな い の で 将来 再 
検討 の 必要 が 起 る か も し れ な い . 
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Nebtis aceris acerides ab. diabolus MURAYAMA et CHUNG ab. nov. (fig. 6 & 15) 
Type 1 8 1956 年 夏 博 里 附近 , 前 契 長 27mm, 陳 所 蔵 , 前 後 燃 を 通じ て 表面 の 色調 一 層 黒 化し て いる . 表面 前 燃 
中 室 の 横 帯 及び 三角 殆 は 大 体 正 常 型 に 近く の こっ て いる が , 第 1 a・1b 各 室 の 中 央 白 紋 は 小形 と な り , 第 2・ 
83・5・6 各 室 中 央 の 大 形 白 紋 は 消失 , 第 7 室 の 小 白 紋 も 消失 , 第 2・ 5 ・ 6 の 外縁 に 近い 白 紋 は 小形 の 白 点 と 
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な り , 第 3・4 各 室 の 白 紋 は 淡 
色 の 痕跡 を 残す の み . 後 麹 中 央 
白 帯 は 内 に 明瞭 な 白 紋 を 残 
し , 第 6 室 に ゃ 淡色 の 痕跡 を 残 
す , 亜 外 縁 の 淡色 白 紋 列 は 浪 跡 
を 残し て 消失 , それ と 中 央 白 常 
と の 間 に は 淡色 の 小 白 紋 列 あ 
り . 裏面 地 色 著しく 赤褐色 味 加 
わる . 前 麹 第 1・2・3・5・ 
NN 











失 , 人 細い I E 

残る が , その 内 側 の 白 紋 は 第 
・2・4・5・6 各 室 に 退化 し 
て 残り NO 
は 極め て 微小 な 白 紋 と な る . 後 


00 人 AM 時 ・ 5 

・6 各 室 に 痕跡 を 残す の み , 外 
縁 の 白線 紋 列 は 明瞭 に 残り , そ 
の 内 側 に は 太い 白 紋 列 が あり , 
外 続 に 対し て は 一 直線 に な ら ば 
ず 弓 状 に そる 傾向 が ある . これ 
ら の 各 紋 は 上 下 に 黒 鱗 を 交え る 
た め 輸 亡 は 不明 瞭 で ある . 








Neptis soma lutatia aD. ja- 
couleti WATARI (fig. 7 & 16) 
渡 氏 (Zephyrus vol. 9, No. 
2, Tab. 6,f.4 6) の 写真 が 
あま り 鮮 明 で な い の で , 果して 
同氏 の も の に 一 致す る か どう か 
狂 問 が な いで も な い が , いま は 
一 応 同氏 の 学名 を 用 いて お く 

1 8 Taichong-26. VII. 1955. 
前 麹 長 29mm. 陳 所 蔵 次 表 全 
体 に 地 色 は 黒色 が 一 層 強 い . と 

NN 事 は 渡 半 色 で あ 

・ 表 面前 赴 中 央 横 淀 の 先端 に 


I A 
は すべ て 消失 , 外縁 に 近い 小形 の 白 点 列 は 第 2 
綻 は 内縁 に 近い 部 分 に 2 つの 小 白 点 紋 と 第 6 室外 縁 近く の 小 白 点 紋 を の こし て 消失 


後 凌 正常 型 に お ける 中 央 





Fig. 1 &10 Neptis rivularis magnata HEYNE (Nekka) LF :30mm. 
Fig. 2 &11 /. rivularis peninsularum nov. Paratype (Korea) 
LE :25mm 
nov. Holotype (Korea) L 上 ド :24mm. 
peninsularum ab. (Korea) LF :25mm. 
msularum FRUHSTORFER (Honshu) LF : 26mm. 
LF=Length of Forewing 


Fig.3 &12 N. rivularis peninsularum ab. seouli 
Fig. 4 &13 N. rivularis 
Fig.5 & 14 N. rivularis 


室 と も 中 央 の 白 紋 は 微小 の 白 点 と な る . 他 の 各 室 白 紋 
4・5 各 室 の も の 僅か に 淡色 の 点 と な っ て 痕跡 を の こす . 


し , 年 外縁 の 白色 線 条 紋 列 も 消え る . その 中 間 に は 第 1・2・3・4 各 室 に 小形 の 小 白 絞 列 を あら わす . 裏面 地 
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色 装 し く 褐 色 味 強く 紫色 の 光沢 
を 帯び る . 中 室 横 帯 先端 の 三角 
班 は 退化 し て 小形 と な る ・ 第 1 
・2・3・5・6・7 各 室 の 大 
形 白 紋 は 退化 し , 1 a 室 の み 小 
形 の 白斑 と な る . 第 1・2・4 
・5 各 室 に は 外縁 近く に 小 白線 
を の こし , その 内 側 に は 第 2 ・ 
3・4・5 各 室 に 小 白 紋 を の こと 
す . 但し 第 3 室 の は 極め て 小 ・ 
また 第 6 室 に ゃ 亜 外縁 に 不鮮明 
の 小 白斑 が ある . 後半 中 央 白 常 
は 内 半 に 生々 顕著 な 白 紋 を の こ 
し , 中 室 ・ 第 5・ 6 各 室 に は 極 
め て 小形 の 白 紋 を の こす ・ 外線 
の 白線 帯 は 征 々 太く な り 白 色 味 
が 一 層 強 い が , 黒 鱗 を 交え る た 
めそ の 輸 廊 は 不鮮明 , この 白線 
帯 と 中 天白 帯 の 間 に は 巾 の 広い 
白色 紋 列 あ り , これ も 白色 味 が 
強い が 上 下 両 端 に 黒 鱗 が 多く 輸 
亡 は 不鮮明 に な っ て いる ・ 











Neptis machendra reducta 


ab. reductissima MURAYAMA 





et CHUNG. ab. nov. (fig. 8 


Fig.6 &15 MN. aceris acerides ab. diabolus nov. Holotype (Formosa) と こと に 2 つの 黒 化 型 を 記載 す 
LF:27mm. Fig.7 & 16 N. soma lutatia ab. jacouleti WATARI 
る . * に 柴 谷 氏 (T . Ka- 

(Formosa) LF:29mm. Fig.8 & 17 N. mahendra reducta ab. ” Ro 柴 谷 氏 CTrans 
reductissima nov. Holotype (Formosa) LF:32mm. Fig.9 &18 nsai Ent. Soc. vol. 13, No. 
do Paratype (Formosa) LF:30mm. 2, p. 30~31, Tab. 11, fig. 10) 


が の べた よう に reducta の タイ 
プ は 非常 に 黒 化し た も の で ある か ら , 恐らく と こ に 示す よう な 異常 型 に 近い も の で あっ た と 推定 され る ・ 元 米 
machendra の 原種 は 極め て 白 殖 の よく 発達 し た , 殊 に 後 妃 素 面 中 央 白 帯 の 願 る 市 広い も の で , フト ミス ジ の 名 
称 は 原種 に 関す る 限り を さわ し いも の と いう べき で ある . 以上 の 理由 で 私 共 は reducta を 今後 台湾 産 の 正常 型 の 
各種 名 に 用 い 量 化 型 に は 以上 の 如く 別 の 名 を 附 し て お きた い . 

Type 18 博 叶 7.IV.1957 前 現 長 32mm, 陳 所 蔵 表面 前 頑 中 室 の 白色 横 帯 は その 先端 黒 化し て 細く な り 。, 
さら に その 先 の 三角 琉 は 僅か に 淡色 の 短 条 と な っ て 痕跡 を の と す 程 度 , 第 1・2・83・5・6・7 各 室 の 和 白 紋 は 第 1 
室 の も の が 僅か 小形 の 2 個 の 白 紋 と な る ほか 。 すべ て 消失 外 続 の 小 自 絞 列 は 殆 ん ど 消 える が 。 第 上 ・2・4・ 
5 各 室 の も の は 僅か に 微小 の 自 点 と な る ・ 後 次 中 央 の 白 藻 は 内 に 近く 邊 々 顕著 に 白 絞 を の こし 他 は 淡色 の 小 
紋 と な る . 陳 外 縁 の 白 紋 列 は 各 紋 分 離 の 傾向 強く 夫々 の 絞 の 輸 廊 は か な り ぼ か され て いる が , 紋 の 大 き さ は 正 党 
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ニー 
型 より むし ろ 巾 が 広い ・ 燃 表 全体 に 正常 型 よ り 黒 味 が 強い . 裏面 前 後 次 を 通じ て 全体 に 地 色 著しく 褐色 味 が 強 
く 。 光線 の 方 向 に より 紫色 を 強く あら わす . 中 室 の 白色 梶 棒状 絞 は 大 体 正 常 型 に 近い が , 心持ち 先 で 細く , 先端 
の 三角 斑 は 細い . 第 1 室 中 央 の 白斑 は 内 緑 近く の 部 分 に 少し 残る 程度 , 第 2・3・5・6 各 室 の 大 形 白 絞る も 消え , 外 
側 の 部 分 に 注い 白斑 の 痕跡 を の こす . 亜 外 継 の 各 室 白色 紋 列 は 第 3 室 以外 は むし ろ 大 きく な る 傾向 を 示す が 黒 
色 鯉 を 交え る た め に 正常 型 程 鮮明 で な い . 後 贅 中 央 白 帯 は 細い 小形 の 白 琉 級 列 に 退化 し , 亜 外縁 の 白色 紋 列 は 大 
RN きく な る 傾向 を 示し , 上 下 両 端 に 
は 黒 鯉 を 交え る . 以上 の 中 央 帯 と 
外縁 常 の 聞 に ある 細い 白斑 列 。 な 
ら び に 外縁 に 近い 白線 は 何れ も 正 
常 型 よ り 一 悦 白色 味 が 強い が , 相 
当 黒 鱗 を 変え る . 内 縁 の 基部 及び 
内 の 第 7 室 の 白斑 は 明瞭 
次 に 同様 の 傾向 の 異常 型 が いま 
1 つ あ る . 


Paratype 1 8 16. VI. 1956. 



































Tainan, 前 玩 長 30mm. 陳 所 蔵 
(fig. 9 & 18 
前 者 の 異常 型 と 異 る 点 は 次 の 通 
り . 表面 前 次 中 室 紋 は 先端 で ば や 
け て 消失 し , その 先 に ある 三角 斑 
は 完全 に 消失 . 内 縁 に 近い 第 1 室 
の 中 央 に ある 白斑 は 退化 し , 第 1 
a 室 の み に 残 る . 後 超 は ほぼ 同様 
で ある が , 中 央 の 白 帯 は より 一 層 
消失 が 強く , わずか に 内 縁 近く と 
外縁 近く に 浪 跡 を 残す 程度 . 裏面 
症 次 中 室 の 三角 斑 は 全く 消失 する . 














Atella phalanta columbina 
CRAMER ウラ ベニ ヒュ ウ モ 
ン モ ドキ (fig. 19~26) 
台湾 産 で は 私 が 本 種 (New Ent. 
Vol. 7, No.1, 1958) を 記録 し て 
以来 , 続々 採集 され , すでに 数 百 
頭 に 達し , 日 本 で も 同好 者 に 相当 
行き わた っ た 模様 で 当然 亜 種 の 問 
串 の 解決 が 必要 と な る が , 他国 産 








/ 22. 
- レ 主 な ネオ 来 ミ < こ だ 人 トバ ゝ 
Fig.19 & 23 Atella phalanta columbina CRAMER (f. aest), OL A ENO 
(Formosa) LF:29mm. Fig.20 & 24 do f. nitens nov. 仮り に 上 記 の 名 で 台湾 産 $ の 特色 
Holotype (f. aut-hiem.) (Formosa) LEF:27mm, Yh < 
Fig.21 & 25 Atella phalanta DRURY (Africa) LF:29mm. TN 


Fig.22 & 26 do (Java) LF:27mm. 検 し た 個体 は 次 の 6 8 8 で 前 次 
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長 2631mm 位 の も の で ある. (1) 10.IX.1959, (2) 20.X.1959, (8) 30.X.1959, (4) 20.VL.1959 以上 
Falen. 5) 10. XI. 1959, Urai, (6) 2.X1.1959 Gynai. ビルマ ・ ジ ャ バ 辺 の も の に 比 し て 総体 に 大 きく 炊 表 の 提 級 
の 発達 も よい . 裏面 夏 型 は 樽 色 味 に 乏しく , 前 贅 第 2 ・ 3 ・ 4 各 宝 外縁 近く の 一 淀 , 後 頑 外 半 一 帯 は 紫色 を 帯び 
る が , その 色 は 余り 鮮 か で な い . 第 24・5・6 各 室 i BR 『* び て 美 し く な い . 之 に 対 
し て 秋冬 型 は 裏面 地 色 著 し く 樽 色 味 強く , 紫色 も 鮮 か で 後 次 第 ・6 各 室 の 黒点 を と り ま く 赤 絞 は 少し く 朱 
色 を お び て 美 し い . それ で 私 共 は この 秋冬 型 に 対し て fF. ens MURAYAMA et CHUNG . nov.) の 新 名 を 提 
出し て お く . 手許 の ビル マ (VII. 1947) や ジャ ベ (VI. 1940) の 標本 は むし ろ 人 台湾 の 秋冬 型 に 近い が , 台湾 の 
も の は 紫色 の 光輝 が 途 に 強く て 美しい . 上 記 (5) の 個体 を Holotype, (2X83(6) を Paratypes と する . 

Tacoraea cama zoroastres ab. melas MURAYAMA (8-ab) 本 異常 型 は 私 が 本 誌 Vol.X, pt. 4, p.67 fig.10 
届 11 に 発表 し た も の で ある が , その 際 誤 っ て ヤエヤマ イチ モン ジ アア. selenophora laela の 異常 型 と し た の で こと 
と に 私 の 疎外 を 詫び 上 記 の 通り 訂正 する . 

















LYCAENIDAE 

最近 下野 谷 豊 一 氏 が 台湾 より 注目 すべ き ミ ドリ シジミ 類 の 未知 種 を 
入手 され た の で 同氏 と 共著 で , 以下 に 記載 する . 

Chrysozephyrus yuchingkinuys MURAYAMA et SHIMONOYA SB. 
nov. ホリ シヤ ミド リン シジミ (新種 新 称 ) 

ype 1 8 台湾 台中 州 表 忠 , 1858 年 8 月 Yu CgrNe KrN 民 採 集 

下野 谷 豊 一 所 大 
本 種 は スシ ヤミ ドリ シジミ に 最も 近似 する が , 以下 の べ る よう に 若干 
の 注目 すべ き 点 で 区 別 さ れる . 前 麹 長 18mm で ムシ ヤミ ドリ より 小形 
で ある . 8 麹 表 前 後 竣 を 通じ て 旭 褐 色 で 緑色 に は 光ら な い . 但し ルー 、 
べ で ょ くみ る と 前 正中 室 に 継 公 鱗 を 散布 し て いる 尾 状 突 起 は ムン シヤ Fig. 31 Chrysozephyrus yuchingki- 








況 








nus MURAYAMA et SHIMONOYA 
ドリ 程 長 く な い . 裏面 地 公 灰 白 , 前 次 悪 外縁 第 1, 2 宏 に は 顕 疲 な SD. nov. (Underside) (Formosa) 
PIPE に 不明 瞭 , その 内 側 に ある 細い 自 線 は LF:18mm, 


ムシ ヤミ ドリ で は 前 続 に 近づく に 従い 内 方 へ 科 曲 する が 本 種 で は 曲 ら ず , 外線 に 全く 併行 で る る . この 上 白線 は 第 
2 室 で 止 り , 第 1 室 に は それ と 少し 内 側 に ずれ て 極め て 不明 瞳 な 灰 白 短 線 が ある . 後 學 中央 の 白 帯 は 制 合 細く ), 
肛 朋 近く で ムシ ヤミ ドリ が W 宇 状 に な る の に 対し , 本 種 は V 字 状 を 呈す る . 但し 第 1 b 室 より 第 2 室 に うつ る あ 
た り 自 常 は 少し くく いち が な い を みせ て いる . 8 交尾 器 も ムシ ヤミ ド 
リ と 大 い に 異 り , brachia は 願 る 細長 , 先端 で 少し く 曲 り , valva 
ゃ 先端 少し く 長い . (写真 で は 尾 状 突起 は 非常 に 短く みえ る が 実際 
は それ 程 で な い ) 以上 の よう に る で あっ て 緑色 に EY 


で ある . 今後 の 発見 が 期待 され る . 
遇 後に と の 貴重 な 材料 を 提供 され た YU CHING KrN 氏 に 深く 
2 




















2 が ヒサ マツ ミド トリ の 如く V 字 状 を な すこ と は まこ と に 興味 ある と 
る で る 8 の 緑色 を 呈し な い 種 は Cy が soze2Zyzs と し て は 唯一 の も の 
謝意 を 表し 学名 を 同氏 に 秦 献 し た 次 第 で ある 
Favonius latifasciatus SHIROZU et HAYASHI 
Male Genitalia of Chrysozephyrus ヒロ オビ ミド リ シ ジ ミ 
chingkinus sp. nov. 
"1 人 view 2. Brachium 本 種 は 近年 本 州 西 部 より し られ た 特異 な 種 で 同好 者 の 注目 を あび 
3&4. Valvae て いる が , 私 は すでに 伯 者 大 山 で 1939 年 7 月 13 日 18(fig. 28 & 30) 
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の し , 当時 杉谷 先生 の 御 鑑 定 を を うた 結果 
ミド リ の 異常 型 で や る と いわ れ , 歯 来 手 問 を 
NE ころ , その 後 同 先生 の お 手許 に も 同 
様 な $ と それ に 対応 する ゃ が 見 出さ れ , いよ いよ 
別種 で ある こと が 確か に な っ た も の で ある . この 
8 は 帝釈 峡 産 で 中 島 悦 次 氏 か ら 交 換 に より 先生 
が 入手 され た も の で あっ た . 近年 兵庫 県 久 崎 で え 
られ た も の の うち か ら 顕 著 な 異常 型 を 見 出し た の 
で 次 に 記載 する 

Favonius latifasciatus ab. mizudorii ab. nov. 
Type 18 14.VI.1959. 久 崎 前 麹 長 19mm. 
村山 所 蔵 前 後 凌 と も 麹 形 著しく 丸 味 を お び 別 種 
の 如く で ある . 表面 後 頑 外 綾 の 黒 帯 は 閉 し く 巾 狭 
Fig. 27 g 29 Favonius latifasciatus ab. 2222270722 く 。 特に 第 4・5・6 各 室 の 外縁 あたり は 非常 に 狭 
オミ 

















nov. Holotype (Honshu) LF:19mm. く 。 一 見 オオ ミド リ の よう で ある . 裏面 地 色 灰色 
NE 生計 OZU et HAYASHT 。 なり 前 學 は 第 エ ・2 各 宏 外 縁 近 くに 不鮮明 な 時 
斑 を の こ し 他 の 上 科す ナ べ て 消失 但し 四 補 6 
脈 絞 の み 暗 色 で 明瞭 . 後 凌 中 央 の 白 帯 は 外 に 向っ て 流れ , 地 色 と の 境 は 不明 暗 , 電 外 絵 に は 不明 | 須 な 白 紋 列 が あ 
る ・ i く 分 離す る が , その 中 間 に ゃ 小樽 色 DO NN りさ ら に 短く ウ 
ラジ ロミ ドリ の それ の よう で ある . 新 名 は 採集 地 で お 世話 に な る 水鳥 栄 に 泰 献 し た も の で この 機会 に 同氏 及 
び 岡 村 八 郎 氏 深謝 し た い . な お , この 機会 に New Ent. Vol. 7, No.4, 1958. p.6.fig. 13>16 で 私 が 記載 し 
た ヒロ オビ ミド リ 近 似 の ウス リー 族 Favonmius に 対し 万 2552 の 27652S Sp. RoV, と 命名 し て お きた い . 


Resurne 


In the present paper, we describe 2 new species, 1 new race, 1 new seasonal form, and 4 
aberrant forms, of which seasonal as well as aberrant forms are published by Mr. CHUNG and 
MURAYAMA. The description of Favonius ussuriensis n. SD. allied to F. latifasciatus was already given 
in New Entomologist. Vol. 7, No. 4, p.6. fig.13~—16, 1958. Neptis rivularis peninsularum nN. SSD. 
from Korea is smaller than ssp. magnata from Mongol, and differs from ssp. insularum from 
Honshu。 in the point, that the ground colour of underside is more reddish brown and the white 
bands, spots are generally very distinct. Atella phalanta columbina {f. nitens nov. 1S the autumn-— 
winter form in Formosa. The purplish lustre of underside is strong and more beautiful. 4 aberrant 
forms of Formosan Neptis are all melanic forms. Tacoraea selenophora laela ab. melas described in 
“Tyo to Ga” Vol. X. Pt. 4, p.67, is error of 7. cama zoroastres ab. melas. 

Chrysozephyrus yuchingkinus MURAYAMA et SHIMONOYA SD. nov, (fig. 31 ) 

4. Very closely allied to Chrysozephyrus mushaellus MATS., but differs from it in the following 
main points: (1) Upperside, darkish brown, being not metallic green as the male of general 
Chrysozephyrus and Neozephyrus, but bears the scattered green scales in discoidal cell of fore wing. 
(2) Underside, the white line of fore wing is exactly parallel with outer margin. the same of hind 
wing becomes V-shaped near anal angle. (not W-shaped as maskaellus.) (3) Somewhat smaller. 
Length of fore wing. 18mm. (4) Brachia of male genitalia very long and slender. Type 1 8 Poh 
(Central Formosa) August, 1958, Mr. YU CHING KiN leg. 
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